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自
宅
の
す

ぐ
近
く
に
旧

上
瀬
谷
基
地

跡
地
が
あ

り
、
高
い
と

こ
ろ
に
行
く
と
、
囲
い
の
中

の
工
事
の
状
況
を
見
ら
れ
ま

す
。
多
く
の
重
機
や
ト
ラ
ッ

ク
が
出
入
り
し
、
着
々
と
進

ん
で
い
る
の
が
わ
か
り
ま
す

▼
２
０
２
７
年
に
花
博
（
国

際
園
芸
博
覧
会
）
が
開
か
れ

る
予
定
で
、
こ
れ
ま
で
何
度

も
横
浜
市
主
催
の
地
元
住
民

向
け
説
明
会
に
参
加
し
て
き

ま
し
た
。
そ
の
な
か
で
市
は

か
た
く
な
に
来
場
者
数
の
想

定
を
「
１
５
０
０
万
人
」
と

す
る
こ
と
を
繰
り
返
し
て
き

ま
し
た
。
こ
の
数
は
千
葉
の

某
ネ
ズ
ミ
園
（
海
は
除
く
）

の
２
０
２
３
年
度
の
年
間
来

場
者
数
に
匹
敵
す
る
人
数

で
、
と
て
も
現
実
的
と
は
思

え
ま
せ
ん
。
一
方
で
、
本
当

に
そ
れ
だ
け
の
来
場
が
あ
る

な
ら
ば
こ
の
周
辺
地
域
は
さ

ら
な
る
渋
滞
で
大
混
乱
と
な

り
、
環
境
破
壊
も
心
配
さ
れ

ま
す
▼
花
博
の
後
に
は
２
０

３
１
年
頃
に
次
世
代
型
の

テ
ー
マ
パ
ー
ク
が
開
園
さ
れ

る
そ
う
で
す
。
か
つ
て
米
軍

の
通
信
基
地
と
し
て
使
用
さ

れ
、地
元
住
民
と
市
民
団
体
、

神
奈
川
土
建
も
含
め
た
労
働

組
合
等
が
返
還
運
動
に
取
り

組
み
、
や
っ
と
戻
っ
て
き
た

土
地
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、

豊
富
に
残
る
自
然
環
境
を
残

し
つ
つ
、
公
園
や
病
院
な
ど

の
施
設
を
つ
く
っ
て
、「
本

当
に
地
域
の
市
民
の
た
め
に

な
る
」
利
用
を
検
討
し
て
ほ

し
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

【
横
浜
西
支
部　

笹
本
武
利
】

で
す
。

建
設
業
就
業
者
数
が
ピ
ー

ク
時
の
３
割
減
少
し
、
高
齢

化
も
深
刻
で
す
。
建
設
産
業

を
持
続
し
て
い
く
た
め
に
、

昨
年
末
、
国
交
省
は
担
い
手

３
法
を
改
正
し
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
実
効
性
を
確
保
す
る

た
め
に
様
々
な
施
策
を
打
ち

ま
す
が
、
も
っ
と
も
重
要
な

こ
と
は
、
自
ら
が
見
積
書
を

出
し
、
価
格
交
渉
し
て
い
く

こ
と
で
す
。

各
支
部
で
見
積
書
作
成
会

の
日
程
が
決
ま
っ
て
い
ま

す
。
請
求
・
要
求
す
る
た
め

に
「
嵐
の
よ
う
な
学
習
会
」

（
松
丸
建
政
会
理
事
長
）
に

多
く
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

　

２
月
20
日
、
て
く
の
か
わ

さ
き
で
「
造
園
関
係
職
種
別

交
流
会
」
が
開
か
れ
31
人
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
（
横
浜

緑
・
川
崎
中
央
・
川
崎
西
の

３
支
部
合
同
開
催
）。

◇

　

昨
年
12
月
、
造
園
の
建
築

と
土
木
２
つ
の
工
種
に
「
労

務
費
の
基
準
」
が
公
表
さ
れ

ま
し
た
。
担
い
手
３
法
の
改

正
点
と
労
務
費
の
基
準
を
学

習
す
る
た
め
、
造
園
工
が
集

ま
り
交
流
と
学
習
を
目
的
に

前
半
は
、「
労
務
費
の
基
準
」

と
「
公
共
工
事
設
計
労
務
単

価
」
を
活
用
す
る
た
め
の
ポ

イ
ン
ト
を
説
明
。
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ

レ
ベ
ル
別
標
準
年
収
獲
得
の

た
め
の
見
積
り
の
重
要
性
に

つ
い
て
の
認
識
を
深
め
、

後
半
は
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
形
式
で
少
人
数
に
分
か

れ
、
現
在
の
仕
事
の
状
況

や
見
積
書
の
作
成
、
見
積

り
単
価
な
ど
、
同
じ
職
種

で
意
見
を
交
わ
す
有
意
義

な
交
流
会
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
、
造
園
工
ひ
と
つ

の
職
種
で
集
ま
り
、
同
じ

職
種
で
の
悩
み
を
話
し
、

新
た
な
仲
間
が
支
部
を
超

民
間
労
働
者
代
表
で
発
言

報
告
し
た
石
井
直
喜
さ
ん

（
大
工
・
46
歳
・
厚
木
支
部
）。

　
「
町
場
・
工
務
店
こ
そ
Ｃ

Ｃ
Ｕ
Ｓ
が
必
要
」
と
訴
え
ま

す
。
国
は
レ
ベ
ル
別
年
収
の

概
要
を
発
表
し
ま
し
た
。
①

施
工
能
力
（
技
術
力
）、
②

今
ま
で
の
実
績
、
③
Ｃ
Ｃ
Ｕ

Ｓ
で
信
頼
を
獲
得
、
④
「
労

務
費
の
基
準
」
を
浸
透
さ
せ

る
。
こ
の
こ
と
が
「
町
場
が

生
き
残
っ
て
い
く
道
」
と
話

し
ま
す
。
町
場
リ
フ
ォ
ー
ム

現
場
に
お
い
て
町
場
の
優
位

性
を
発
揮
し
、
口
コ
ミ
や
近

隣
地
域
の
営
業
で
仕
事
を
獲

得
す
る
こ
と
、町
場
大
工（
工

務
店
）
に
し
か
で
き
な
い
方

法
で
仕
事
確
保
を
す
す
め
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

自
分
の
お
子
さ
ん
や
お
孫

さ
ん
が「
大
工
に
な
り
た
い
」

「
一
緒
に
仕
事
を
し
た
い
」

と
言
っ
て
く
れ
る
よ
う
な
将

来
に
向
け
て
現
場
環
境
と
処

遇
改
善
を
目
指
す
組
合
運
動

に
奮
闘
し
ま
す
。

　

２
月
19
日
、日
本
教
育
会
館
一
ツ
橋
ホ
ー
ル
で
「
建
設
労
働
者
２
・
19
春
闘
イ
エ
ロ
ー

ア
ク
シ
ョ
ン
」
が
開
か
れ
、
８
団
体
２
９
３
人
（
う
ち
神
奈
川
土
建
31
人
）
が
参
加
し

ま
し
た
。
恵
羅
さ
と
み
さ
ん
（
法
政
大
学
）
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
民
間
労
働
者
、

公
務
労
働
者
、
研
究
者
の
４
人
を
迎
え
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
「
労
働
者
に
払
う
賃
金
の

原
資
は
競
争
の
対
象
に
し
な

い
、
労
務
費
等
を
明
示
し
た

見
積
書
で
の
交
渉
な
ど
新
た

な
商
習
慣
の
定
着
、
Ｃ
Ｃ
Ｕ

Ｓ
の
レ
ベ
ル
に
応
じ
た
賃
金

を
払
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」。

11
月
20
日
、
国
交
省
の
担
当

課
長
補
佐
が
講
演
し
た
内
容

価
格
交
渉

価
格
交
渉
す
る
す
る
時
代
時
代
へへ
転
換
転
換

建
設
業
界
が
変
わ
る
年

建
設
業
界
が
変
わ
る
年

建
設
労
働
者
２
・
19
春
闘
イ
エ
ロ
ー
ア
ク
シ
ョ
ン

多くの仲間の気持ちを代弁

２月８日、神奈川土建の
要求賃金が決まりました。

同業種でディスカッション

子や孫のため
今すぐ改善目指す

分会役員一同、
お待ちしています

　４月下旬を中心に、全19支部で
200を超える全ての分会が「分会
総会」を開きます。新年度の役員
選出や分会予決算、その他重要事
項（分会でこんなことをやってみ
たいなど）の確認や相談が主な内
容です。
　事前に分会新聞やチラシ等で開
催案内が届きますので、ぜひご参
加ください。

楽しくしよう自分の分会
集まろう分会総会

新年度の
要求賃金

年収1200万
円

月収100万
円

労務費に
関する

基準ポータル
サイト

え
て
繋
が
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
引
き
続
き
支
部
と
本

部
で
連
携
し
、
職
種
ご
と
の

交
流
を
深
め
る
機
会
を
つ

く
っ
て
い
き
ま
す
。

森さん
（川崎西支部）

【
森
嵩
也
さ
ん
（
造
園
）】

　

公
共
工
事
中
心
の
私
に

と
っ
て
、
町
場
の
方
と
の
交

流
が
で
き
た
こ
と
は
視
野
を

広
げ
る
い
い
機
会
と
な
り
ま

し
た
。
町
場
で
の
仕
事
確
保

の
難
し
さ
や
料
金
交
渉
、
人

間
関
係
の
大
変
さ
を
知
る
一

方
で
組
合
の
存
在
意
義
を
実

感
し
ま
し
た
。
今
回
の
交
流

会
を
通
じ
て
事
業
主
、
職
人

に
加
え
て
、
組
合
員
と
し
て

の
視
点
を
初
め
て
持
つ
き
っ

か
け
に
な
り
ま
し
た
。

造
園
関
係
職
種
別
交
流
会

請
求
要
求
に
向
け
て
学
習
と
交
流

仲
間
の
声
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集まれば元気

新
し
い
つ
な
が
り
探
す 

【
座
間
海
老
名
】

最
初
は
た
っ
た
一
人 

【
横
浜
緑
】

つ
も
参
加
し
な
い
仲

間
が
来
て
く
れ
れ
ば

新
し
い
つ
な
が
り
が

で
き
る
。
秋
は
バ
ス

レ
ク
を
や
る
ん
だ
」

と
熱
く
語
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
内
山
副

分
会
長
に
期
待
が
寄

せ
ら
れ
ま
す
。

 

【
記
事
／
小
室
充
】

　

相
模
が
丘
分
会
は
、
こ
れ
ま
で
の
「
毎
回
、
同
じ

レ
ク
」
を
卒
業
し
て
多
く
の
仲
間
が
参
加
し
て
み
た

い
と
思
う
よ
う
な
企
画
を
考
え
て
い
ま
し
た
。

　

仲
間
か
ら
は「
毎
回
、居
酒
屋
は
ち
ょ
っ
と
」「
私
は

飲
む
よ
り
食
べ
た
い
」「
み
ん
な
で
楽
し
め
る
レ
ク

を
」
と
い
っ
た
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で

内
山
副
分
会
長
は
「
毎
回
同
じ
場
所
・
内
容
だ
と
参

加
者
も
同
じ
だ
、
そ
れ
な
ら
、
ま
ず
は
参
加
し
や
す

い
ラ
ン
チ
系
を
や
ろ
う
」
と
考
え
即
行
動
。
３
月
８

日
に
ホ
テ
ル
で
の
ブ
ッ
フ
ェ（
食
べ
放
題
）に
決
定
。

　

チ
ラ
シ
を
使
い
、
拡
大
訪
問
で
広
め
て
現
時
点
で

20
人
を
超
え
る
申
し
込
み
。
内
山
副
分
会
長
は
「
い

　

毎
月
15
日
前
後
に
青
葉
台
駅
頭
で
「
建
設
ア
ス
ベ

ス
ト
被
害
の
補
償
と
救
済
を
求
め
る
宣
伝
」
を
18
時

か
ら
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
先
頭
に
立
つ
の
が
労
働

対
策
部
長
の
廣
田
公
男
さ
ん
（
66
・
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
）

で
、数
年
前
に
こ
の
宣
伝
を
や
ろ
う
と
自
ら
提
案
し
、

た
っ
た
一
人
で
青
葉
台
の
駅
前
に
立
ち
ま
し
た
。
そ

の
う
ち
仲
間
が
だ
ん
だ
ん
と
増
え
て
き
て
、
最
近
は

多
い
時
に
は
20
人

を
超
え
る
参
加
と

な
っ
て
い
ま
す
。

廣
田
さ
ん
の
背
中

を
見
て
運
動
が
広

が
っ
て
き
て
い
る

こ
と
は
大
変
う
れ

し
い
こ
と
で
す
。

廣
田
さ
ん
あ
り
が

と
う
。

　
【
記
事
／

 

生
出
耕
一
】

アスベスト被害の根絶を目指し

2026新年号コンクール

「花穂」が奨励賞

　

２
月
１
日
か
ら
４
月
15
日

ま
で
全
19
支
部
が
１
６
６
１

人
の
新
し
い
仲
間
を
組
合
に

迎
え
い
れ
る
こ
と
を
目
標
に

春
の
拡
大
月
間
を
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。「
建
設
国
保
を

充
実
さ
せ
た
い
」「
企
業
交

渉
で
労
働
環
境
の
改
善
を
訴

え
た
い
」「
低
い
と
言
わ
れ

て
い
る
建
設
職
人
の
地
位
向

上
を
し
て
い
き
た
い
」「
上

位
会
社
に
賃
金
・
単
価
ア
ッ

プ
を
迫
り
た
い
」「
消
費
税

の
負
担
を
下
げ
た
い
」「
技

能
講
習
を
安
価
で
受
け
た

い
」
な
ど
神
奈
川
土
建
は
多

く
の
組
合
員
に
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

仲
間
の
参
加

協
力
が
カ
ギ

　

そ
の
た
め
に
は
、
支
部
・

分
会
・
群
の
運
動
強
化
も
重

要
で
す
し
、「
数
」
も
重
要

で
す
。
廃
業
や
転
居
な
ど
一

定
数
の
避
け
ら
れ
な
い
脱
退

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
を

上
回
る
組
織
拡
大
が
大
切
に

な
っ
て
き
ま
す
。

　

組
織
を
強
く
大
き
く
す
る

に
は
、
一
人
で
も
多
く
の
仲

間
が
拡
大
運
動
に
参
加
・
協

力
す
る
こ
と
が
キ
ー
で
す
。

　

神
奈
川
土
建
の
ポ
ス
タ
ー

張
り
出
し
、
チ
ラ
シ
配
り
、

ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
店
舗
前
の

宣
伝
行
動
な
ど
や
れ
る
こ
と

は
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
。

　

５
月
の
本
支
部
定
期
大
会

に
向
け
、
全
支
部
が
組
織
増

で
迎
え
る
こ
と
が
出
来
る
よ

う
に
改
め
て
全
組
合
員
の
み

な
さ
ん
に
訴
え
ま
す
。

　

12
月
23
日
、禰
屋
（
ね
や
）

裁
判
差
戻
審
第
７
回
公
判
が

岡
山
地
裁
で
開
か
れ
、
18
都

府
県
か
ら
２
０
０
人
近
く
の

支
援
者
が
傍
聴
に
参
加
。
神

奈
川
土
建
か
ら
は
佐
々
木
税

対
部
長
が
代
表
参
加
し
ま
し

た
。

　
「
開
始
か
ら
12
年
。
前
々

　

２
月
７
日
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
・
記
者
や
ベ
テ
ラ
ン
の
機
関

紙
編
集
者
が
集
ま
っ
て
、
日
本

機
関
紙
協
会
主
催
「
２
０
２
６

新
年
号
コ
ン
ク
ー
ル
」（
全
３

２
７
紙
応
募
）
の
審
査
が
開
か

れ
ま
し
た
。

　

神
奈
川
土
建
か
ら
支
部
・
分

会
含
め
38
紙
が
応
募
し
、「
花

穂
」（
本
部
パ
ー
ト
ナ
ー
の
会
）

が
奨
励
賞
、「
け
ん
せ
つ
相
模

原
」（
相
模
原
支
部
）、「
ほ
ほ

え
み
」（
南
横
浜
支
部
パ
ー
ト

ナ
ー
の
会
）、「
け
ん
せ
つ
神
奈

川
」（
本
部
）
が
特
別
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。

部
長
の
時
か
ら
の
支
援
活
動

に
な
り
ま
す
。
お
か
し
い
も

の
は
お
か
し
い
。
検
察
に
対

し
て
は
起
訴
を
取
り
下
げ
早

期
決
着
を
求
め
ま
す
」
と

佐
々
木
部
長
。
神
奈
川
土
建

も
取
り
組
ん
で
い
る
各
種
署

名
も
「
大
き
な
力
に
な
っ
て

い
る
」
と
禰
屋
さ
ん
は
話
し

ま
す
。「
無
罪
を
求
め
る
要

請
署
名
」
は
38
万
８
７
８
５

筆
（
２
月
20
日
時
点
）
が
集

ま
り
、
必
ず
あ
る
本
人
尋
問

禰屋裁判

組
織
を
増
や
す

 

春
の
拡
大
月
間

署
名
が
大
き
な
力

無
罪
勝
ち
取
る
ま
で

　

２
月
８
日
に
投
開
票
さ
れ

た
総
選
挙
は
自
民
党
が
単
独

で
議
席
の
３
分
の
２
以
上
を

獲
得
す
る
大
勝
。
自
民
党
の

公
認
を
得
た
裏
金
議
員
も
43

人
中
41
人
が
当
選
し

ま
し
た
。

　

立
憲
民
主
党
が
公

明
党
に
吸
収
さ
れ
て

中
道
改
革
連
合
と
な

り
、
安
保
法
制
を
合

憲
、
原
発
再
稼
働
を

容
認
と
し
た
こ
と

で
、
市
民
と
野
党
の
共
闘
が

分
断
さ
れ
、
野
党
の
選
挙
区

候
補
の
調
整
が
壊
さ
れ
た
こ

と
も
要
因
の
ひ
と
つ
で
す
。

　

小
選
挙
区
の
得
票
49
％
で

86
％
の
議
席
を
得
た
自
民

党
。
小
選
挙
区
制
の
害
悪
に

よ
っ
て
議
席
に
結
び
つ
か
な

か
っ
た
「
死
票
」
は
全
国
で

約
２
７
３
５
万
票
、
48
％
の

民
意
が
切
り
捨
て
ら
れ
ま
し

た
。
日
本
の
民
主
主
義
は
危

機
的
状
況
で
す
。

　

改
憲
勢
力
が
発
議
の
条
件

を
満
た
し
た
こ
と
で
、
首
相

は
選
挙
中
に
は
語
ら
な
か
っ

た
憲
法
改
正
や
、
非
核
三
原

則
の
見
直
し
に
言
及
し
、
私

た
ち
の
暮
ら
し
を
圧
迫
す
る

軍
事
費
拡
大
予
算
を
さ
ら
に

す
す
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

戦
時
中
に
建
設
労
働
者
は

工
兵
と
し
て
強
制
的
に
動
員

さ
れ
、
職
人
の
技
術
を
戦
争

の
た
め
に
使
う
こ
と
を
強
要

さ
れ
ま
し
た
。
今
で
も
自
衛

隊
法
１
０
３
条
で
、
自
衛
隊

が
防
衛
出
動
し
た
際

に
、
防
衛
大
臣
の
要

請
で
、
土
木
建
築
業

者
に
従
事
命
令
が
行

え
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
建
設
労
働

者
が
戦
場
に
駆
り
出

さ
れ
な
い
た
め
に
、

「
改
憲
を
許
さ
な
い
」
の
声

を
今
ま
で
以
上
に
あ
げ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

　

 

書
記
長　

今
井
賢
治

総
選
挙
を
終
え
て

総
選
挙
を
終
え
て

改
憲
を
許
さ
な
い

改
憲
を
許
さ
な
い

  

今
こ
そ
声
上
げ
る

今
こ
そ
声
上
げ
る

勢勢情 情 

支部代表が集まり元気に出陣式

手書きも印刷も工夫して発行

禰屋さん（中央）は訴えます

コーナンプロで宣伝する川
崎支部の宍戸さん（左）と
笠原さん。笠原さんは組合
の宣伝に初めて参加。

　2014年1月、禰屋町子さんは冤罪により逮捕されま
した。彼女は、ごく普通の事務員。今年2026年、逮捕
からまるまる12年が過ぎましたが、無罪を求めて彼女
は闘い続けています。
　禰屋さんは逮捕後428日間も勾留されました。起訴
の内容を全て否定したからです。夫にも友人にも会わ
せてもらえませんでした。検察官が作文した供述書に
署名することを拒否したからです。
　2017年、岡山地裁は禰屋さんに有罪判決を下しまし
たが、2018年広島高裁はその判決を破棄し、差し戻し
ました。
　2025年12月23日の差戻審第7回公判では、脱税の主
犯とされた建設会社の社長夫人（経理担当者）が、禰
屋さんに「脱税を頼んでいない」と証言しました。
 （「禰屋裁判を支える会」より抜粋）

佐々木部長

ま
で
に
「
40
万
筆
は
集
め
た

い
」
と
話
し
ま
す
。

神奈川労連 受付時間 10：00～17：00

パワハラ、セクハラ、解雇・雇止めな
どの働く上でのお困りごと、一人で悩
まず神奈川労連へご相談ください。

ご家族の労働相談はこちら

0120-378-060

禰屋裁判って何？…

神奈川土建パートナーの会
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に
従
事
し
て
い
る
の

で
、
そ
れ
ら
の
経
験

を
踏
ま
え
た
貴
重
な

発
言
が
交
渉
の
場
で

活
か
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
防
災
協
定

に
つ
い
て
具
体
的
な

話
し
合
い
の
場
を
定

期
的
に
設
け
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
て
、
今

回
の
交
渉
で
一
定
の

前
進
を
図
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

【
記
事
／
武
藤
尋
晴
】

能登地震で木造仮設住宅建設に従事

交
渉
で「
自
身
の
経
験
」【
相
模
原
】

職
業
体
験
に
３
０
０
人
【
西
相
】

　

渡
邊
克
美
執
行
委
員
長
が
、
１
月
29
日
の
対
市
交

渉
に
初
め
て
参
加
し
ま
し
た
。
交
渉
の
中
で
、
９
年

前
に
結
ん
だ
防
災
協
定
の
話
題
に
な
り
、
具
体
的
な

取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
問
題
に
な
り

ま
し
た
。
２
０
１
１
年
の
東
日
本
大
震
災
の
時
に
、

相
模
原
の
友
好
都
市
で
あ
る
「
岩
手
県
大
船
渡
市
」

の
仮
設
住
宅
支
援
な
ど
取
り
組
み
ま
し
た
。
ま
た
、

２
年
前
の
能
登
半
島
地
震
で
は
木
造
仮
設
住
宅
建
設

　

１
月
18
日
、
大
井
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
大
井

町
産
業
ま
つ
り
（
来
場
者
１
万
３
０
０
０
人
）
が
開

か
れ
参
加
し
ま
し
た
。
昨
年
の
11
月
に
参
加
し
た
平

塚
の
大
門
市
の
取
り
組
み
と
同
様
に
、
小
野
常
任
中

執
の
呼
び
か
け
で
す
。

　

西
相
支
部
は
職
業
無
料
体
験
で
、
カ
ン
ナ
削
り
、

ミ
ニ
建
て
方
、
丸
太
切
り
を
行
い
、
来
場
者
約
３
０

０
人
。
お
お
い
中
央
公
園
の
全
体
を
使
用
し
多
く
の

商
店
や
企
業
が
参
加
し
、
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

体
験
を
し
た
ご
家
族
に
青
木
委
員
長
お
手
製
の
土

建
パ
ン
フ
を
渡
し
、

神
奈
川
土
建
の
説
明

と
住
宅
相
談
を
ア

ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

来
年
も
参
加
し
、
地

域
へ
神
奈
川
土
建
を

広
め
て
い
き
ま
す
。

【
記
事
／木

村
嘉
次
】

体験コーナーは人気

よこちゃん・むっくん&ガッチが行く

横浜戸塚支部・泉南分会

　

今
回
お
邪
魔
し
た
の
は
横
浜
戸
塚
支

部
・
泉
南
分
会
の
合
同
群
会
議
で
す
。

会
場
は
地
域
の
町
内
会
館
で
、
会
議
30

分
前
か
ら
会
計
さ
ん
が
準
備
を
開
始
し

ま
す
。
19
時
30
分
頃
に
な
る
と
ぞ
く
ぞ

く
と
組
合
員
が
集
ま
っ
て
来
ま
し
た
。

あ
っ
と
い
う
間
に
会
場
が
い
っ
ぱ
い
で

す
。
分
会
長
の
川
村
さ
ん
は
気
さ
く
な

人
で
、「
自
由
に
ど
う
ぞ
〜
」
と
歓
迎

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

組
合
員
さ
ん
が
奥
の
テ
ー
ブ
ル
へ
移

動
す
る
と
、
群
会
計
さ
ん
が
待
っ
て
い

る
の
で
す
が
、
す
ご
い
の
が
一
人
ひ
と

り
の
組
合
員
と
会
話
が
弾
ん
で
い
る
こ

と
。
資
料
と
ア
ン
ケ
ー
ト
を
渡
し
な
が

ら
仕
事
の
状
況
な
ど
を
問
い
か
け
ま

す
。「
お
ぉ
、元
気
か
？
賃
金
上
げ
る
運

動
や
っ
て
い
る
か
ら
署
名
お
願
い
」
と

元
気
よ
く
声
を
か
け
て
い
る
の
は
元
本

部
役
員
の
高
橋
さ
ん
。
常
任
の
山
田
さ

ん
も
組
合
員
に
話
し
か
け
る
勢
い
が
す

ご
い
。制
度
も
と
て
も
詳
し
く
て
、質
問

に
も
流
れ
る
よ
う
に
返
し
て
い
ま
し
た
。

　

会
計
の
大
変
さ
や
組
合
の
こ
と
を
少

し
で
も
み
ん
な
に
わ
か
っ
て
も
ら
う
た

め
に
、
群
役
員
を
輪
番
制
に
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
盛

り
上
が
り
は
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

　

納
入
や
署
名
が
終
わ
り
、
雑
談
で
盛

り
上
が
っ
て
い
る
テ
ー
ブ
ル
や
健
康

チ
ェ
ッ
ク
で
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
た
り
と
大

に
ぎ
わ
い
の
群
会
議
で
し
た
。

大
和
支
部

遠え
ん

藤ど
う

由ゆ
う

登と

さ
ん

27
歳
（
Ａ
Ｌ
Ｃ
工
）

82

びっくりする盛り上がりの群会議

　

Ａ
Ｌ
Ｃ
工
と
し
て
壁
や
外

壁
工
事
に
携
わ
る
遠
藤
さ
ん

は
、
15
歳
の
頃
か
ら
建
設
業

の
現
場
に
立
っ
て
き
た
。
父

が
大
和
市
で
営
ん
で
い
た
建

設
会
社
に
、
中
学
卒
業
と
同

時
に
就
職
し
た
の
が
始
ま
り

だ
。

　

若
く
し
て
職
人
の
世
界
に

入
り
、
現
場
で
基
礎
か
ら
技

術
を
身
に
つ
け
た
。

21
歳
ま
で
働
い
た
後
、
結

婚
を
機
に
安
定
し
た
収
入
を

求
め
、
生
コ
ン
製
造
会
社
へ

転
職
。

　

し
か
し
、
父
の
興
し
た
会

社
が
赤
字
続
き
で
経
営
が
難

し
く
な
る
な
ど
厳
し
い
現
実

を
目
の
当
た
り
に
し
た
も
の

の
、「
や
は
り
Ａ
Ｌ
Ｃ
工
の

仕
事
に
や
り
が
い
が
あ
る
」

と
の
思
い
が
強
ま
り
、
３
年

後
に
会
社
員
を
辞
め
、
個
人

事
業
主
と
し
て
独
立
し
た
。

建
設
業
界
へ

危
機
感
と
情
熱

　

神
奈
川
土
建
と
の
縁
は
家

族
ぐ
る
み
だ
っ
た
。
家
族
全

員
が
土
建
に
関
わ
り
、
就
職

を
機
に
一
度
離
れ
て
も
再
び

土
建
へ
戻
っ
て
き
た
。
独
立

後
は
青
年
部
に
も
加
入
し
、

資
格
取
得
の
補
助
を
受
け
な

が
ら
、
同
業
者
と
の
人
脈
づ

く
り
や
情
報
交
換
の
場
と
し

て
組
合
活
動
に
積
極
的
に
参

加
し
て
い
る
。

　

現
在
の
建
設
業
界
に
つ
い

て
は
、
単
価
が
上
が
ら
な
い

一
方
で
外
国
人
労
働
者
が
増

え
る
現
状
に
強
い
危
機
感
を

抱
い
て
い
る
。
一
方
で
外
国

人
職
人
の
高
い
技
術
力
や
現

場
対
応
力
も
認
め
て
お
り

「
今
の
仕
事
は
好
き
。だ
か
ら

こ
そ
賃
金
は
上
が
っ
て
ほ
し

い
」と
率
直
な
思
い
を
語
る
。

年
収
１
億
を

夢
に
掲
げ

　

将
来
は
法
人
化
し
社
員
を

抱
え
る
会
社
を
目
指
す
と
と

も
に
、
建
設
業
が
「
底
辺
」

と
見
ら
れ
る
風
潮
を
払
拭

し
、
事
故
の
な
い
安
全
な
現

場
づ
く
り
を
実
現
し
た
い
と

力
を
込
め
る
。「
下
手
を
す

れ
ば
消
防
士
以
上
に
命
の
危

険
が
あ
る
仕
事
」。
そ
の
誇

り
を
胸
に
、
年
収
１
億
円
と

い
う
夢
を
掲
げ
、
遠
藤
さ
ん

は
今
日
も
現
場
に
立
ち
続
け

て
い
る
。【

記
事
／
鈴
木
梓
】

機
関
紙
の
楽
し
さ

読
者
に
届
け

第50回 教宣講座
　

２
月
13
、
14
日
に
逗
子
市

で
第
50
回
教
宣
講
座
（
神
建

連
主
催
）
が
開
か
れ
、
神
奈

川
土
建
か
ら
12
人
（
全
県
で

36
人
）
の
参
加
で
し
た
。

　

現
在
19
支
部
の
う
ち
、
11

支
部
が
経
験
２
年
未
満
の
担

当
書
記
局
で
、読
み
や
す
さ
、

情
報
量
な
ど
支
部
に
よ
っ
て

大
き
く
差
が
あ
る
の
が
現
状

で
す
。
仲
間
に
重
要
な
お
知

ら
せ
を
し
て
い
く
こ
と
、
運

動
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が
労

働
組
合
の
機
関
紙
活
動
の
任

務
の
た
め
、講
座
・
コ
ン
ク
ー

ル
参
加
を
強
化
し
て
い
ま

す
。
各
支
部
に
お
い
て
も
、

読
み
や
す
さ
な
ど
分
会
や
支

部
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

支
部
教
宣
部
で
力
を
合
わ
せ
、

機
関
紙
活
動
を
進
め
ま
す
。

　
【
教
育
宣
伝
部
担
当
／

宮
澤
敦
】

◇
◇

参
加
者
の
声

橋
川
祐
二
さ
ん

（
横
浜
緑
・
営
繕
）

　
「
専
門
的
な
言
葉
が
多
々

あ
り
ま
し
た
。
今
後
も
積
極

的
に
参
加
し
た
い
」。

　

花
形
烈
さ
ん

（
茅
ヶ
崎
寒
川
・
書
記
局
）

　
「
普
段
は
一
人
で
作
っ
て

い
ま
す
。
み
ん
な
で
一
つ
の

新
聞
を
作
る
楽
し
さ
を
感
じ

ま
し
た
」。

　

西
川
教
育
宣
伝
部
長

　
「
み
ん
な
で
取
材
し
新
聞

作
り
が
出
来
た
。
次
回
も
参

加
し
て
ノ
ウ
ハ
ウ
を
伝
え
て

い
き
た
い
」。

みんなで紙面を作り上げる

「マイナ保険証」は不安だな…という方は
マイナ保険証の【利用登録解除】を
することで【資格確認書】を交付し
ます。解除申請書を所属支部へ
提出してください。

解除申請書はこちらから
ダウンロード出来ます

建
設
業
に
生
き
る
職
人
の
覚
悟

建
設
業
に
生
き
る
職
人
の
覚
悟
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６
１
８

受
付
時
間

10
時
00
分
〜
16
時
00
分

「
経
理
」
と
「
経
営
」

総
合
相
談
窓
口

経
営
計
算
セ
ン
タ
ー

　

法
人
専
門

の
神
奈
川
土

建
経
営
計
算

セ
ン
タ
ー
。
現
在
４
５
０
社

以
上
が
利
用
し
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

０
４
６
（
２
０
０
）
７
６

０
０

認
可
の
神
奈

川
土
建
の
事

務
組
合
が
安

心
で
す
。
一
人
親
方
特
別
加

入
も
全
支
部
で
対
応
。
他
事

務
組
合
で
加
入
済
み
の
人
は

窓
口
一
本
化
が
オ
ス
ス
メ
で

す
。福

祉
用
具

利
用
料
を
補
助

介
護
共
済

　

介
護
共
済

は
、
組
合
員

及
び
そ
の
三

親
等
（
同
別
居
問
わ
ず
）
ま

で
が
対
象
で
す
。
介
護
保
険

制
度
で
「
要
介
護
認
定
」
を

受
け
、
原
則
、
在
宅
で
福
祉

用
具
を
使
用
す
る
際
、
利
用

料
の
一
部
を
補
助
す
る
制
度

で
す
。
補
助
金
は
月
額
レ
ン

タ
ル
料
の
１
割
で
す
。

相
談
窓
口

０
８
０
０
（
２
２
２
）
３

い
つ
で
も
鍛
え
ら
れ
る

　

反
射
神
経
は
日
常
生
活
の

中
で
も
鍛
え
ら
れ
ま
す
。
電

車
や
バ
ス
や
車
に
乗
っ
て
い

る
時
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
だ

け
を
見
つ
め
て
い
な
い
で
、

外
に
目
を
向
け
て
景
色
を
見

る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。
そ

の
時
、
通
り
す
ぎ
る
看
板
の

文
字
を
読
ん
だ
り
、
す
れ
違

う
車
の
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト

を
読
む
の
も
効
果
的
で
す
。

た
だ
、
運
転
中
の
場
合
は
運

転
に
集
中
し
て
下
さ
い
。

キ
ャッ
チ
ボ
ー
ル
が

し
た
い

い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。今
、

組
合
の
健
康
講
習
会
で
は
、

健
康
チ
ェ
ッ
ク
だ
け
で
な
く

落
ち
て
き
た
棒
を
い
か
に
早

く
つ
か
め
る
か
と
い
う
反
射

神
経
チ
ェ
ッ
ク
も
行
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
目
的
は
現
場
で

の
危
険
回
避
や
転
倒
や
け
が

予
防
の
た
め
で
す
。

　

反
射
神
経
と
は
目
で
と

ら
え
た
情
報
が
脳
を
経
由

し
、
体
を
動
か
す
筋
肉
へ

と
伝
達
す
る
神
経
で
す
。

神
経
系
の
発
達
は
12
歳
頃

に
１
０
０
％
出
来
上
が
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

私
達
は
諦
め
ま
せ
ん
。
年

齢
に
関
わ
ら
ず
維
持
し
て

　

キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
も
お

す
す
め
で
す
。

　

ボ
ー
ル
を
目
で
追
い
な

が
ら
受
け
取
る
の
は
意
外

と
難
し
い
も
の
で
す
。
さ

ら
に
受
け
取
っ
て
す
ぐ
、

素
早
く
正
確
に
投
げ
よ
う

と
す
る
事
で
反
射
神
経
は

鍛
え
ら
れ
ま
す
。
肩
が
痛

い
場
合
は
下
か
ら
の
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
風
の
投
げ
方
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

最
近
は
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー

ル
が
出
来
る
場
所
が
限
ら

れ
て
き
て
少
し
悲
し
い
で

す
け
ど
し
ょ
う
が
な
い
で

す
ね
。

今月の
テーマ

反
射
神
経
を
諦
め
な
い
！

市
川
可
奈
子
保
健
師
の

健
康
の

健
康
の

ス

メ
ス

　

上
手
に
組
合
の
制
度
や
共

済
会
を
活
用
す
る
こ
と
で
、

同
じ
補
償
内
容
で
も
負
担
が

減
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
細
お
よ
び
申
し
込
み

は
、
所
属
支
部
に
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

労
働
保
険

手
続
き
は

神
奈
川
土
建
で

　

労
災
保
険
・
雇
用
保
険
の

手
続
き
は
、
厚
生
労
働
大
臣

神奈川土建の講習
●熱中症予防労働衛生教育（指導員）　4月19日（日）　横浜戸塚支部　9,000円
●熱中症予防労働衛生教育（指導員）　4月19日（日）　厚木支部　9,000円
●熱中症予防労働衛生教育（指導員）　６月14日（日）　建設プラザかながわ　9,000円
神奈川建設労連の講習
●丸のこ等取扱い作業従事者教育　5月21日（木）　建設プラザかながわ　8,000円
●玉掛け技能講習　5月22日（金）～24日（日）　PCT神奈川教習所　29,000（資格保持者25,000円）
●刈払い安全衛生教育　5月28日（木）　建設プラザかながわ　14,000円
●フルハーネス型安全帯使用作業 特別教育　6月3日（水）　建設プラザかながわ　10,000円
●高所作業車特別教育　6月4日（木）～5日（金）　PCT神奈川教習所　19,000円
●石綿作業主任者　6月17日（水）～18日（木）　建設プラザかながわ　14,000円
●足場組立等特別教育　6月24日（水）　建設プラザかながわ　9,000円
● 小型移動式クレーン運転技能講習　6月27日（土）～29日（月）　PCT神奈川教習所　54,000円（資格
保持者50,000円）

★４月１日から講習の受講料が、一部値上げ改定されました。
★ その他の提携講習機関は、ＰＣＴ神奈川教習所、コマツ教習所、湘南トレーニングセンター、
日建学院、総合資格学院、技術技能講習センター等。

詳細および申し込みは、所属支部に問い合わせください。
「建設プラザかながわ」は、東神奈川駅下車、徒歩５分。の

お問い合わせは所属支部まで

今だけ無料
CCUSの能力評価の判定手数料が

青年部員ならさらに1500円を上乗せ給付
だれでも組合共済から2000円の給付
CCUSの登録をすると組合員なら

Wキャンペーン
CCUS登録＆能力評価

今がチャンス

1
2

　

神
奈
川
土
建
の
数
あ
る
メ

リ
ッ
ト
の
一
つ
「
ど
け
ん
共

済
会
」
の
各
種
制
度
。
団
体

割
引
が
効
い
て
い
る
た
め
、

優
位
に
活
用
す
る
こ
と
が
出

来
ま
す
。
自
転
車
保
険
、
自

動
車
共
済
、
火
災
・
地
震
共

済
、
工
事
保
険
な
ど
、
ど
れ

も
見
積
り
は
無
料
。
家
計
や

経
費
の
見
直
し
を
オ
ス
ス
メ

し
ま
す
。

自
転
車
保
険
で

助
か
っ
た

　

数
年
前
の
あ
る
日
、
ベ
ラ

ン
ダ
に
干
し
て
い
た
布
団
を

取
り
込
む
と
き
、
止
め
て
い

た
布
団
ば
さ
み
が
吹
っ
飛
ん

で
隣
家
の
車
の
ボ
ン
ネ
ッ
ト

に
当
た
り
傷
を
つ
け
た
武
藤

さ
ん
。
修
理
代
の
見
積
り
は

驚
き
の
25
万
円
。「
ま
さ
か

そ
ん
な
に
高
額
に
な
る
と
は

思
わ
な
か
っ
た
」
と
話
し
ま

す
。
ま
わ
り
の
ア
ド
バ
イ
ス

で
、
個
人
賠
償
プ
ラ
ン
に

入
っ
て
い
な
い
か
ク
レ
カ
や

自
動
車
保
険
な
ど
確
認
し
た

と
こ
ろ
付
帯
な
く
、
諦
め
か

け
て
い
た
時
に
「
組
合
で

入
っ
て
い
る
自
転
車
保
険
に

あ
っ
た
か
も
」と
思
い
出
し
、

代
理
店
に
連
絡
。「
手
続
き

も
簡
単
で
給
付
も
早
か
っ

た
」
と
話
し
ま
す
。

　

ど
け
ん
共
済
会
が
オ
ス
ス

メ
す
る
自
転
車
保
険
（
損
保

25万円の請求に驚き

年4,070円で安心対応

自
転
車
ラ
イ
フ
を
サ
ポ
ー
ト

魅
力
の
個
人
賠
償

ジ
ャ
パ
ン
）
は
、
自
転
車
運

転
中
の
事
故
に
よ
る
ケ
ガ
や

相
手
へ
の
補
償
に
加
え
、
日

常
生
活
の
賠
償
リ
ス
ク
（
個

人
賠
償
）
も
補
償
し
ま
す
。

　

手
続
き
は
、
掛
け
金
と
振

替
口
座
、
届
出
印
を
所
属
支

部
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

入っていて
良かった

どけん共済会 1

武藤さん
（相模原支部）

　加入した後に働き方や働き先、事業所の形態などが変わるときには、
事前に所属の支部に届け出をお願いします。

　　　や　　　　、　　　　　　　など働き方 働き先 事業所の形態

就業実態が変わるときには　　　 を届け出届け出

 法人事業所を設立するとき
厚生年金保険の新規適用と健康保険の
適用除外承認申請の手続きが必要です。
事前に支部に連絡をお願いします。

 法人事業所に勤務することに
なったとき 

健康保険の適用除外承認申請の手続き
が必要です。すぐに支部に相談をして
ください。

個人事業所で５人以上の従業員を
常時雇用するようになったとき
厚生年金保険の新規適用と健康保険の
適用除外承認申請の手続きが必要です。
すぐに支部に相談をしてください。

 建設産業以外の仕事に
転職したとき

加入資格がなくなります。資格喪失の
手続きをお願いします。


